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こねて、まるめて、はい笑顔！

　やしょうま作りは、

　　みんなを笑顔にする魔法！

[ おもな内容 ]

特急「あずさ」小谷村に復活を願う

２ ～ ４ 令和7年度小谷村一般会計当初予算を
お知らせします。

6 おたりつぐらにて

やしょうまづくり教室を開催しました

名探偵コナン×南小谷駅　特別装飾！
　南小谷駅が特別装飾され、キャラクターのパネル

が登場！人気のアニメ『名探偵コナ

ン』とコラボし、エキタグスタンプ

ラリーも開催。

　多くの皆さまのご来訪をお待ちし

ております！ 詳しくはこちら ▼
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令
和
７
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
比
２
，
８
０
０
万
円
減

の
総
額
４
４
億
４
，
９
０
０
万
円
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
０
・
６
３
％

の
減
少
と
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

度
と
比
較
す
る
と
小
谷
橋
補
修
工
事
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
減
少
し

た
一
方
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
対
応
す
る
た
め
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
加
え
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
若
年
職
員
の
給
与
増
と
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
に
よ
る
人
件
費
の
大
幅
増
が
予
算
全
体
を
押
し
上

げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
平
成
７
年
７
月
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
を
は
じ
め
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準
化
へ
の
対
応
、
人
件
費

の
大
幅
増
や
物
価
高
騰
の
影
響
へ
の
対
応
な
ど
時
代
の
動
向
を
反
映
し
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

　
歳
入
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
税
は
、
個

人
消
費
・
個
人
所
得
等
の
状
況
・
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
調
定
額
や
徴
収
率
の
実
績
に
よ
り
見
積
し
、
前

年
度
か
ら
８
１
０
万
円
増
の
１
億
２
，
９
５
０
万
円

を
見
込
む
と
と
も
に
、
普
通
交
付
税
は
地
方
財
政
計
画
の
状
況
を
加
味
し
、

１
億
１
，
１
０
０
万
円
増
の
１
６
億
５
，
４
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
は
、

昨
年
度
と
同
額
の
２
億
円
と
し
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
か
ら
４
８
２
万
６
千
円
増
の
３
億
４
，
０
２
３
万
５
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
対
応
す
る
た
め
の
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助
金
に
９
，
６
３

４
万
２
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
村
債
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
６
，

８
１
０
万
円
減
の
４
億
２
，
５
８
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
道
路
補
修

事
業
に
伴
う
も
の
が
１
億
５
０
０
万
円
、
移
住
定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事

に
伴
う
も
の
が
３
，
４
３
０
万
円
、
生
活
関
連
緊
急
整
備
事
業
に
伴
う
も

の
が
３
，
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
額
の
８
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 

入

村
　
税
　
住
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税

な
ど

地
方
交
付
税
　
自
治
体
が
等
し

く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
、
国
勢
調
査

の
人
口
や
市
町
村
道
の
延

長
・
面
積
な
ど
か
ら
算
定
さ

れ
ま
す
。 

国
県
支
出
金
　
特
定
の
事
業
に

対
し
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

村
　
債
　
世
代
間
の
負
担
の
公

平
や
偏
っ
た
財
政
運
営
に
し

な
い
た
め
の
村
の
借
金

寄
附
金
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
な
ど
の
村
へ
の
寄
附
金

繰
入
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預

金
）
を
取
り
崩
し
て
充
当
す

る
も
の

そ
の
他
　
施
設
使
用
料
、
負
担

金
な
ど

44億4,900万円
歳入合計

村税 5億1,991万円

地方交付税
18億5,400万円

国県支出金
4億8,639万円

村債
4億2,580万円

その他　3億7,784万円

繰入金　
7億421万円

寄附金　
8,085万円

村

　税

地
方
交
付
税

国
県
支
出
金

村

　債

寄
附
金

繰
入
金

そ
の
他

　
歳
出
を
性
質
別
に

見
る
と
、
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
に
よ
る
若
年
層

を
重
点
に
置
い
た
給
与
増
や
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給
に
よ
り
前
年

度
比
８
，
１
７
６
万
２
千
円
増
の
８
億
８
，

５
４
９
万
７
千
円
、
物
件
費
に
つ
い
て
は
、

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
業
務
や
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
対
応
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
の
増
に
よ
り
前
年
度

比
１
億
５
，
１
９
３
万
４
千
円
増
の
８
億

８
，
８
６
３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
普
通

建
設
事
業
費
は
、
道
路
補
修
事
業
や
生
活

関
連
緊
急
整
備
事
業
が
増
加
と
な
っ
た
一

方
、
小
谷
橋
な
ど
の
橋
梁
補
修
工
事
や
耕

作
条
件
改
善
事
業
、
略
式
代
執
行
事
業
が

減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
比
２
億
８
，
４

８
１
万
８
千
円
減
の
４
億
６
，
５
０
８
万

９
千
円
と
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
な
償
還
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
過
疎
対
策
事
業
債
や
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
債
の
償
還
が
増
加
し
た

た
め
、
前
年
度
比
９
５
４
万
２
千
円
増
の

５
億
５
，
３
３
３
万
４
千
円
、
積
立
金
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立

金
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
１
，
４
０
３
万

５
千
円
増
の
８
，
２
４
１
万
２
千
円
と
し

て
い
ま
す
。

歳 

出

人件費　8億8,550万円

維持補修費
3億4,462万円

補助費
9億2,382万円

普通建設事業費
4億6,509万円

その他　2,206万円

操出金　1億4,470万円

積立金　
8,241万円

歳出合計
44億4,900万円

物件費　
8億8,863万円

扶助費　1億3,884万円

公債費　
5億5,333万円

性
質
別
グ
ラ
フ

歳出合計

衛生費
3億2,145万円

商工費　4億5,638万円

土木費
7億1,696万円

その他（議会費、予備費）
6,266万円

公債費
5億5,333万円

44億4,900万円

民生費
4億7,144万円

農林水産業費
4億2,038万円

消防費
1億8,839万円

教育費
5億1,038万円

目
的
別
グ
ラ
フ

総務費　7億4,763万円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
活
用
事
業
は

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

）
物
件
費
　
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
委
託
料
な
ど

維
持
補
修
費
　
除
雪
や
村
道
の
補
修
な
ど
、
維
持
に
係
る
お
金

扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
の
福
祉
や
医

療
に
係
る
お
金

補
助
費
　
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
補
助
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
　
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
に
係
る

お
金

公
債
費
　
過
去
に
借
り
た
借
金
の
返
済
金

積
立
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預
金
）
に
積
み
立
て
る
お
金

操
出
金
　
特
別
会
計
の
支
出
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
出
す
お
金

そ
の
他
　
出
資
金
及
び
貸
付
金
、
予
備
費

維
持
補
修
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費

普
通
建
設
事
業
費

積
立
金

公
債
費

操
出
金

そ
の
他
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１
９
３
万
４
千
円
増
の
８
億

８
，
８
６
３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
普
通

建
設
事
業
費
は
、
道
路
補
修
事
業
や
生
活

関
連
緊
急
整
備
事
業
が
増
加
と
な
っ
た
一

方
、
小
谷
橋
な
ど
の
橋
梁
補
修
工
事
や
耕

作
条
件
改
善
事
業
、
略
式
代
執
行
事
業
が

減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
比
２
億
８
，
４

８
１
万
８
千
円
減
の
４
億
６
，
５
０
８
万

９
千
円
と
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
な
償
還
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
過
疎
対
策
事
業
債
や
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
債
の
償
還
が
増
加
し
た

た
め
、
前
年
度
比
９
５
４
万
２
千
円
増
の

５
億
５
，
３
３
３
万
４
千
円
、
積
立
金
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立

金
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
１
，
４
０
３
万

５
千
円
増
の
８
，
２
４
１
万
２
千
円
と
し

て
い
ま
す
。

歳 
出

人件費　8億8,550万円

維持補修費
3億4,462万円

補助費
9億2,382万円

普通建設事業費
4億6,509万円

その他　2,206万円

操出金　1億4,470万円

積立金　
8,241万円

歳出合計
44億4,900万円

物件費　
8億8,863万円

扶助費　1億3,884万円

公債費　
5億5,333万円

性
質
別
グ
ラ
フ

歳出合計

衛生費
3億2,145万円

商工費　4億5,638万円

土木費
7億1,696万円

その他（議会費、予備費）
6,266万円

公債費
5億5,333万円

44億4,900万円

民生費
4億7,144万円

農林水産業費
4億2,038万円

消防費
1億8,839万円

教育費
5億1,038万円

目
的
別
グ
ラ
フ

総務費　7億4,763万円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
活
用
事
業
は

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

）
物
件
費
　
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
委
託
料
な
ど

維
持
補
修
費
　
除
雪
や
村
道
の
補
修
な
ど
、
維
持
に
係
る
お
金

扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
の
福
祉
や
医

療
に
係
る
お
金

補
助
費
　
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
補
助
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
　
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
に
係
る

お
金

公
債
費
　
過
去
に
借
り
た
借
金
の
返
済
金

積
立
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預
金
）
に
積
み
立
て
る
お
金

操
出
金
　
特
別
会
計
の
支
出
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
出
す
お
金

そ
の
他
　
出
資
金
及
び
貸
付
金
、
予
備
費

維
持
補
修
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費

普
通
建
設
事
業
費

積
立
金

公
債
費

操
出
金

そ
の
他



事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

003末端用業事スーリスイバデルタジデ者齢高費経般一画企

057金助補会窓同業事会窓同村谷小

005,4金助補営運理管設施スネルェウ業事進促用利設施祉福会社

016,1金助補等理管設施みがかわい業事進促用利設施祉福会社

652,74連関営運の校高馬白業事策対校高域地

809,6流交のと湾台業事修研流交外海

小　　計 61,324

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,1金助補費業事発開等品産特費経般一画企

572務業映反プッマelgooGスバ営村費経般一画企

むらづくり補助金 地域振興のために活動する組織等への補助 950

000,4助補のめたの行実画計りくづ域地金助補業事りくづ域地

000,3託委理管亭林なぶび及場プンャキ業事興振業林

019事工化式洋レイト場プンャキ業事興振業林

211,4託委務業理管持維道林費経般一道林山治

観光地域づくり事業 地域プラットフォームホームページ委託 66

小　　計 14,313

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

736,2体全業事業事出創口人係関

008,1入購の券ンズーシーキス徒生童児費経般一局務事

079,8託委等会大・導指ーキスアニュジ費経般一育体健保

小　　計 13,407

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

883,21理監工施、事工備整道木園然自業事理管園然自池栂

栂池自然園管理事業 ビジターセンターし尿汲取り用ポンプ 3,234

895,31体全業事業事理管園公立国

138,7体全業事業事備整道の塩

小　　計 37,051

（5）　広報おたり　令和７年４月号 広報おたり　令和７年４月号（4）
 

総
務
課

 

・
総
務
課
長
補
佐 

兼

　
庶
務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記
 

　
 

千
国
　
善
之

（
観
光
地
域
振
興
課
長
補
佐 

兼
　
　 

集
落
支
援
係
長
）

 

・
庶
務
係
 

飯
島
　
隆
裕

（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

 

・
税
務
係
 

諸
角
　
　
望

（
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係
）

 

・
企
画
財
政
係
 

藤
原
　
花
恵

（
総
務
課
税
務
係
）

  

住
民
福
祉
課

 

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

 

礒
江
　
知
恵
美

（
住
民
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

観
光
地
域
振
興
課

 

・
観
光
地
域
振
興
課
長
補
佐 

兼

　
集
落
支
援
係
長

 

中
村
　
洋
隆

（
総
務
課
付
白
馬
山
麓
事
務
組
合
派
遣
）

 

・
農
林
係
 

大
日
方
　
繁
文

  

（
建
設
水
道
課
水
道
係
）

 

・
観
光
商
工
係
 

細
井
　
宏
紀

　
　
　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

  

建
設
水
道
課

 

・
建
設
水
道
課
長
 
細
澤
　
恵
一

（
建
設
水
道
課
長
補
佐 

兼 

建
設
係
長
）

 

・
建
設
係
長
 

松
澤
　
亮
一

（
教
育
委
員
会
教
育
課
　
　
　
　

総
務
学
校
係
長
）

 

・
水
道
係
 

松
澤
　
良
磨

（
観
光
地
域
振
興
課
観
光
商
工
係
）

 

教
育
委
員
会

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課
長 

兼

　
社
会
教
育
係
長

 

佐
藤
　
孝
行

（
教
育
委
員
会
教
育
課
長
）

 

・
総
務
学
校
係
長
 
山
本
　
貴
之

（
総
務
課
企
画
財
政
係
）

 

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

 

・
総
務
課
付
課
長

　
白
馬
山
麓
事
務
組
合

 

北
村
　
幸
治

（
建
設
水
道
課
長
）

 

小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣

 

・
住
民
福
祉
課
付
課
長

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

 

矢
口
　
浩
幸

（
総
務
課
長
補
佐 

兼
　
　
　
　
　
　 

庶
務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記
）

令和７年度当初予算
「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業

合計　1億2,609万5千円
豊かな暮らしづくりに関する事業

豊かな村づくりに関する事業

子どもたちの自然体験活動に関する事業

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

単位：千円

人

　事

　異

　動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

　）
内
は
旧
任

異
　
動
　
者

退 

職 

職 

員

小
谷
村
の
駐
在
が

変
わ
り
ま
す

北小谷駐在

藤澤　高広

 

・
退
職
 

小
林
　
大
輔

（
北
小
谷
駐
在
）

新 

規 

採 

用
教育委員会教育課

子育て支援係　助産師

上川　みずき

住民福祉課

健康推進係

岸　 大智

小谷村保育園

保育士

蟹澤　未来

　
３
月
31
日
付
退
職
職
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
副
村
長
 

上
川
　
喜
一

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課

　
子
育
て
支
援
係
　
保
健
師

 

伊
藤
　
　
優

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課

　
小
谷
村
保
育
園
　
保
育
士

 

内
川
　
恵
里

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課

　
小
谷
村
保
育
園
　
給
食
技
師

 

平
川
　
眞
弓

総
務
課

住
民
福
祉
課

観
光
地
域
振
興
課

建
設
水
道
課

教
育
委
員
会

総務課

企画財政係

西澤　愛姫

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣



事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

003末端用業事スーリスイバデルタジデ者齢高費経般一画企

057金助補会窓同業事会窓同村谷小

005,4金助補営運理管設施スネルェウ業事進促用利設施祉福会社

016,1金助補等理管設施みがかわい業事進促用利設施祉福会社

652,74連関営運の校高馬白業事策対校高域地

809,6流交のと湾台業事修研流交外海

小　　計 61,324

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,1金助補費業事発開等品産特費経般一画企

572務業映反プッマelgooGスバ営村費経般一画企

むらづくり補助金 地域振興のために活動する組織等への補助 950

000,4助補のめたの行実画計りくづ域地金助補業事りくづ域地

000,3託委理管亭林なぶび及場プンャキ業事興振業林

019事工化式洋レイト場プンャキ業事興振業林

211,4託委務業理管持維道林費経般一道林山治

観光地域づくり事業 地域プラットフォームホームページ委託 66

小　　計 14,313

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

736,2体全業事業事出創口人係関

008,1入購の券ンズーシーキス徒生童児費経般一局務事

079,8託委等会大・導指ーキスアニュジ費経般一育体健保

小　　計 13,407

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

883,21理監工施、事工備整道木園然自業事理管園然自池栂

栂池自然園管理事業 ビジターセンターし尿汲取り用ポンプ 3,234

895,31体全業事業事理管園公立国

138,7体全業事業事備整道の塩

小　　計 37,051

（5）　広報おたり　令和７年４月号 広報おたり　令和７年４月号（4）

総
務
課

・
総
務
課
長
補
佐

兼

庶
務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記

千
国
　
善
之

（
観
光
地
域
振
興
課
長
補
佐

兼
　
　

集
落
支
援
係
長
）

・
庶
務
係

飯
島
　
隆
裕

（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

・
税
務
係

諸
角
　
　
望

（
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係
）

・
企
画
財
政
係

藤
原
　
花
恵

（
総
務
課
税
務
係
）

住
民
福
祉
課

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

礒
江
　
知
恵
美

（
住
民
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

観
光
地
域
振
興
課

・
観
光
地
域
振
興
課
長
補
佐

兼

集
落
支
援
係
長

中
村
　
洋
隆

（
総
務
課
付
白
馬
山
麓
事
務
組
合
派
遣
）

・
農
林
係

大
日
方
　
繁
文

（
建
設
水
道
課
水
道
係
）

・
観
光
商
工
係

細
井
　
宏
紀

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

建
設
水
道
課

・
建
設
水
道
課
長
 
細
澤
　
恵
一

（
建
設
水
道
課
長
補
佐

兼

建
設
係
長
）

・
建
設
係
長

松
澤
　
亮
一

（
教
育
委
員
会
教
育
課

総
務
学
校
係
長
）

・
水
道
係
 

松
澤
　
良
磨

（
観
光
地
域
振
興
課
観
光
商
工
係
）

教
育
委
員
会

・
教
育
委
員
会
教
育
課
長

兼

社
会
教
育
係
長

佐
藤
　
孝
行

（
教
育
委
員
会
教
育
課
長
）

・
総
務
学
校
係
長
 
山
本
　
貴
之

（
総
務
課
企
画
財
政
係
）

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

・
総
務
課
付
課
長

白
馬
山
麓
事
務
組
合北

村
　
幸
治

（
建
設
水
道
課
長
）

小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣

・
住
民
福
祉
課
付
課
長

小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

矢
口
　
浩
幸

（
総
務
課
長
補
佐

兼

庶
務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記
）

令和７年度当初予算
「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業

合計　1億2,609万5千円
豊かな暮らしづくりに関する事業

豊かな村づくりに関する事業

子どもたちの自然体験活動に関する事業

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

単位：千円

人

　事

　異

　動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

　）
内
は
旧
任

異
　
動
　
者

退

職

職

員

小
谷
村
の
駐
在
が

変
わ
り
ま
す

北小谷駐在

藤澤　高広

・
退
職

小
林

大
輔

（
北
小
谷
駐
在
）

新

規

採

用
教育委員会教育課

子育て支援係　助産師

上川　みずき

住民福祉課

健康推進係

岸　 大智

小谷村保育園

保育士

蟹澤　未来

　
３
月
31
日
付
退
職
職
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

・
副
村
長

上
川
　
喜
一

・
教
育
委
員
会
教
育
課

子
育
て
支
援
係
　
保
健
師

伊
藤
　
　
優

・
教
育
委
員
会
教
育
課

小
谷
村
保
育
園
　
保
育
士

内
山
　
恵
里

・
教
育
委
員
会
教
育
課

小
谷
村
保
育
園
　
給
食
技
師

平
川
　
眞
弓

総
務
課

住
民
福
祉
課

観
光
地
域
振
興
課

建
設
水
道
課

教
育
委
員
会

総務課

企画財政係

西澤　愛姫

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣



春
に
な
り
、
筋
肉
の
衰
え
や
体

力
低
下
、
体
の
重
さ
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
？

私
は
、
ぶ
よ
ぶ
よ
に
な
っ
た
か

ら
だ
を
み
て
筋
力
低
下
を
感
じ
て

い
ま
す
。

『
老
化
は
足
か
ら
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
下
肢
の
筋
肉
は
衰
え
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

中
年
以
降
の
男
性
は
女
性
に
比
べ

て
下
肢
の
筋
力
低
下
が
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
や
車
の
移
動
が
大
き
い
方
も
要

注
意
で
す
。

体
全
体
の
筋
肉
の
約
60
～
70
％

が
、
下
肢
の
筋
力
で
す
。
二
本
足

で
立
っ
て
上
半
身
の
重
み
を
支

え
、
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
活
動
す

る
た
め
に
、
下
肢
に
は
大
き
く
て

強
い
筋
肉
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
効
果
的
に
足
を
鍛
え
る

に
は
、
歩
く
こ
と
（
歩
行
）
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

●
『
歩
く
こ
と
に
勝
る
良
薬
な
し
』

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

●
『
徒
歩
は
老
若
男
女
の
別
な
く
、

誰
で
も
で
き
る
運
動
で
あ
っ

て
、
費
用
季
節
を
選
ぶ
必
要
も

な
く
、
ま
た
道
徳
上
、
経
済
上

か
ら
も
、
種
々
間
接
に
利
益
の

あ
る
運
動
で
あ
る
か
ら
、
国
民

一
般
に
奨
励
す
る
に
最
も
良
い

と
思
う
。』

嘉
納
治
五
郎
（
大
日
本
体
育
協
会

初
代
会
長
・
講
道
館
柔
道
創
設
者
）

●
『
若
き
人
は
　
身
を
動
か
し
　

歩
行
す
べ
し
　
老
人
も
気
体
に

応
じ
　
少
労
働
す
べ
し
』

貝
原
益
軒
　
養
生
訓

＊
健
康
に
関
す
る
こ
と
、
介
護
予

防
に
関
す
る
こ
と
な
ど
　
い
つ

で
も
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
２
‐
３
１
３
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
す
す
め
は
『
歩
く
こ
と
』

歩
く
こ
と
を
進
め
る
名
言
集

「
特
急
あ
ず
さ
小
谷
村
に
復
活
を
願
う
イ

ベ
ン
ト
」
が
南
小
谷
駅
で
開
催
さ
れ
、
村

民
を
は
じ
め
、
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
た
鉄

道
フ
ァ
ン
、
観
光
関
係
者
、
さ
ら
に
は
あ

ず
さ
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

「
小
谷
へ
行
く
あ
ず
さ
が
、
も
う
一
度
見

た
い
！
」

　
そ
ん
な
声
が
飛
び
交
う
中
、
発
車
時
刻

が
近
づ
く
と
、
ホ
ー
ム
に
は
手
旗
の
波
が

揺
れ
、
横
断
幕
に
は
「
特
急
あ
ず
さ
小

谷
行
き
復
活
を
！
」
の
力
強
い
文
字
が
映

え
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
15
時
。
特
急
「
あ
ず
さ
」
が

ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
と
、
ホ
ー
ム
か
ら

大
き
な
声
援
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
乗

客
の
皆
さ
ま
も
窓
か
ら
手
を
振
り
返
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
瞬
間
、
小
谷
と
あ
ず
さ
を
愛
す
る

人
々
の
想
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

「
あ
ず
さ
」
が
再
び
小
谷
へ
走
る
日
を
信

じ
て
―
―
。

　
こ
の
感
動
を
、
今
度
は
実
現
の
喜
び
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

特急「あずさ」小谷村に復活を願う

―南小谷駅に響いた
熱い想い！

「あずさ」が小谷へ帰る日まで、この想いをつなげていこう！

　
南
小
谷
駅
は
、
大
糸
線
の
終
着
駅
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
41
年
、
新
宿
と
信
州
（
松

本
駅
）を
結
ぶ「
特
急
あ
ず
さ
」が
デ
ビ
ュ
ー
し
、

昭
和
57
年
11
月
15
日
に
は
、
長
年
の
要
望
が
実

を
結
び
、
南
小
谷
駅
ま
で
延
伸
運
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
首
都
圏
と
小
谷
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
結
ぶ
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
登
山
客
や

ス
キ
ー
客
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、

南
小
谷
発
着
の
「
あ
ず
さ
」
が
白
馬
発
着
に
な

り
ま
し
た
。

　
南
小
谷
駅
に
は
今
も
「
あ
ず
さ
」
を
愛
す
る

人
々
の
想
い
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
北
ア
ル
プ

ス
の
玄
関
口
と
し
て
、
そ
し
て
「
あ
ず
さ
」
の

終
着
駅
と
し
て
、
再
び
そ
の
役
割
を
果
た
す
日

を
願
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
3
月
14
日
、Ｊ
Ｒ
南
小
谷
駅
は
熱
気
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「
あ
ず
さ
よ
、
も
う
一
度
小
谷
へ
！
」

　
そ
の
願
い
を
胸
に
、多
く
の
人
が
集
ま
り
、横
断
幕
を
掲
げ
、手
旗
を
振
り
、

特
急
「
あ
ず
さ
」
の
発
車
を
見
送
り
ま
し
た
。

「
特
急
あ
ず
さ
小
谷
村
に
復
活
を

願
う
イ
ベ
ン
ト
」
開
催
！

南小谷駅と特急あずさ

日
常
的
に
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

こ
と
は
、
高
血
圧
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
要
因

に
な
る
と
言
わ
れ
、「
減
塩
」
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
自
分
が
日
頃
ど
れ
く
ら
い
の
塩

分
を
摂
っ
て
い
る
の
か
』
を
知
る

た
め
に
、
小
谷
村
で
は
〝
尿
中
塩

分
推
定
摂
取
量
検
査
〞
を
以
下
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

健
康
推
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
方

■
検
査
日
時

検
査
尿
は
役
場
健
康
推
進
係
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
１

尿検査で１日の
推定塩分摂取量を
測って
みませんか？

週
間
後
を
目
安
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

■
検
査
費
用

１
回
３
０
０
円

■
そ
の
他

希
望
さ
れ
る
方
へ
は
事
前
に
検

査
用
尿
容
器
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

８
２
‐
２
５
７
０

検査尿の提出日 （時間：午前９時～10時）

令和７年４月17日（木） 　　　　10月17日（金）

　　　　５月19日（月） 　　　　11月17日（月）

　　　　６月17日（火） 　　　　12月17日（水）

　　　　７月17日（木） 令和８年１月19日（月）

　　　　８月18日（月） 　　　　２月17日（火）

　　　　９月17日（水） 　　　　３月17日（火）

■
支
払
予
定
日

４
月
９
日
（
水
）

■
内

訳

令
和
７
年
２
月
分
～

令
和
７
年
３
月
分

◎
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
を
記
帳
し
て
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
通
帳
に
は

「
小
谷
村
児
童
手
当
」
と
印
字

さ
れ
、
合
計
金
額
で
の
振
り
込

み
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
住
民
係

８
２
‐
２
５
８
１

児
童
手
当
の

支
払
い
に
つ
い
て
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春
に
な
り
、
筋
肉
の
衰
え
や
体

力
低
下
、
体
の
重
さ
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　
私
は
、
ぶ
よ
ぶ
よ
に
な
っ
た
か

ら
だ
を
み
て
筋
力
低
下
を
感
じ
て

い
ま
す
。

 

『
老
化
は
足
か
ら
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
下
肢
の
筋
肉
は
衰
え
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

中
年
以
降
の
男
性
は
女
性
に
比
べ

て
下
肢
の
筋
力
低
下
が
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
や
車
の
移
動
が
大
き
い
方
も
要

注
意
で
す
。

　
体
全
体
の
筋
肉
の
約
60
～
70
％

が
、
下
肢
の
筋
力
で
す
。
二
本
足

で
立
っ
て
上
半
身
の
重
み
を
支

え
、
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
活
動
す

る
た
め
に
、
下
肢
に
は
大
き
く
て

強
い
筋
肉
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
効
果
的
に
足
を
鍛
え
る

に
は
、
歩
く
こ
と
（
歩
行
）
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

 

● 

『
歩
く
こ
と
に
勝
る
良
薬
な
し
』

　
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

 

● 

『
徒
歩
は
老
若
男
女
の
別
な
く
、

誰
で
も
で
き
る
運
動
で
あ
っ

て
、
費
用
季
節
を
選
ぶ
必
要
も

な
く
、
ま
た
道
徳
上
、
経
済
上

か
ら
も
、
種
々
間
接
に
利
益
の

あ
る
運
動
で
あ
る
か
ら
、
国
民

一
般
に
奨
励
す
る
に
最
も
良
い

と
思
う
。』

　
嘉
納
治
五
郎
（
大
日
本
体
育
協
会

初
代
会
長
・
講
道
館
柔
道
創
設
者
）

 

● 

『
若
き
人
は
　
身
を
動
か
し
　

歩
行
す
べ
し
　
老
人
も
気
体
に

応
じ
　
少
労
働
す
べ
し
』

　
貝
原
益
軒
　
養
生
訓

＊
健
康
に
関
す
る
こ
と
、
介
護
予

防
に
関
す
る
こ
と
な
ど
　
い
つ

で
も
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
す
す
め
は
『
歩
く
こ
と
』

歩
く
こ
と
を
進
め
る
名
言
集

 

「
特
急
あ
ず
さ
小
谷
村
に
復
活
を
願
う
イ

ベ
ン
ト
」
が
南
小
谷
駅
で
開
催
さ
れ
、
村

民
を
は
じ
め
、
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
た
鉄

道
フ
ァ
ン
、
観
光
関
係
者
、
さ
ら
に
は
あ

ず
さ
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

「
小
谷
へ
行
く
あ
ず
さ
が
、
も
う
一
度
見

た
い
！
」

　
そ
ん
な
声
が
飛
び
交
う
中
、
発
車
時
刻

が
近
づ
く
と
、
ホ
ー
ム
に
は
手
旗
の
波
が

揺
れ
、
横
断
幕
に
は
「
特
急
あ
ず
さ 

小

谷
行
き
復
活
を
！
」
の
力
強
い
文
字
が
映

え
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
15
時
。
特
急
「
あ
ず
さ
」
が

ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
と
、
ホ
ー
ム
か
ら

大
き
な
声
援
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
乗

客
の
皆
さ
ま
も
窓
か
ら
手
を
振
り
返
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
瞬
間
、
小
谷
と
あ
ず
さ
を
愛
す
る

人
々
の
想
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

 

「
あ
ず
さ
」
が
再
び
小
谷
へ
走
る
日
を
信

じ
て
―
―
。

　
こ
の
感
動
を
、
今
度
は
実
現
の
喜
び
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

特急「あずさ」小谷村に復活を願う

―南小谷駅に響いた
　　　　　　熱い想い！

「あずさ」が小谷へ帰る日まで、この想いをつなげていこう！

　
南
小
谷
駅
は
、
大
糸
線
の
終
着
駅
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
41
年
、
新
宿
と
信
州
（
松

本
駅
）を
結
ぶ「
特
急
あ
ず
さ
」が
デ
ビ
ュ
ー
し
、

昭
和
42
年
11
月
15
日
に
は
、
長
年
の
要
望
が
実

を
結
び
、
南
小
谷
駅
ま
で
延
伸
運
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
首
都
圏
と
小
谷
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
結
ぶ
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
登
山
客
や

ス
キ
ー
客
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、

南
小
谷
発
着
の
「
あ
ず
さ
」
が
白
馬
発
着
に
な

り
ま
し
た
。

　
南
小
谷
駅
に
は
今
も
「
あ
ず
さ
」
を
愛
す
る

人
々
の
想
い
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
北
ア
ル
プ

ス
の
玄
関
口
と
し
て
、
そ
し
て
「
あ
ず
さ
」
の

終
着
駅
と
し
て
、
再
び
そ
の
役
割
を
果
た
す
日

を
願
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
3
月
14
日
、Ｊ
Ｒ
南
小
谷
駅
は
熱
気
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

  

「
あ
ず
さ
よ
、
も
う
一
度
小
谷
へ
！
」

　
そ
の
願
い
を
胸
に
、多
く
の
人
が
集
ま
り
、横
断
幕
を
掲
げ
、手
旗
を
振
り
、

特
急
「
あ
ず
さ
」
の
発
車
を
見
送
り
ま
し
た
。

「
特
急
あ
ず
さ
小
谷
村
に
復
活
を

 

願
う
イ
ベ
ン
ト
」 

開
催
！

南小谷駅と特急あずさ

　
日
常
的
に
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

こ
と
は
、
高
血
圧
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
要
因

に
な
る
と
言
わ
れ
、「
減
塩
」
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

『
自
分
が
日
頃
ど
れ
く
ら
い
の
塩

分
を
摂
っ
て
い
る
の
か
』
を
知
る

た
め
に
、
小
谷
村
で
は
〝
尿
中
塩

分
推
定
摂
取
量
検
査
〞
を
以
下
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

健
康
推
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
方

■
検
査
日
時

　
検
査
尿
は
役
場
健
康
推
進
係
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
１

尿検査で１日の
推定塩分摂取量を
測って
みませんか？

週
間
後
を
目
安
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

■
検
査
費
用

　
１
回
３
０
０
円

■
そ
の
他

　
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
事
前
に
検

査
用
尿
容
器
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

検査尿の提出日 （時間：午前９時～10時）

令和７年４月17日（木） 　　　　10月17日（金）

　　　　５月19日（月） 　　　　11月17日（月）

　　　　６月17日（火） 　　　　12月17日（水）

　　　　７月17日（木） 令和８年１月19日（月）

　　　　８月18日（月） 　　　　２月17日（火）

　　　　９月17日（水） 　　　　３月17日（火）

■
支
払
予
定
日

　
４
月
９
日
（
水
）

■
内

　訳

　
令
和
７
年
２
月
分
～

　
令
和
７
年
３
月
分

◎
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
を
記
帳
し
て
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
通
帳
に
は

「
小
谷
村
児
童
手
当
」
と
印
字

さ
れ
、
合
計
金
額
で
の
振
り
込

み
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　８
２
‐
２
５
８
１

児
童
手
当
の

支
払
い
に
つ
い
て
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今
後
も
村
内
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
予
定
で
す
。
村
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
応
募
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
１

■
参
加
者

　
大
北
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
そ
の
他
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま

■
日
　
時

　
令
和
７
年
６
月
28
日
（
土
）  

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
55
分

■
場
　
所

　
大
町
市
総
合
体
育
館 

（
大
町
市
常
盤
５
６
３
８
‐
４
４
）

■
主
　
催
　

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会

　（
構
成
団
体

：

福
祉
関
係
団
体
及
び
行
政
機
関
）

■
競
技
内
容
等

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
玉
入
れ
、
大
玉
送
り
、
パ
ン
食
い
競
争

※
競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽
し

め
る
内
容
と
す
る
予
定
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

■
募
集
期
間

　
令
和
７
年
４
月
４
日
（
金
）
か
ら
令
和
７
年
５
月
26
日
（
月
）

（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
募
集
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
実
行
委
員
会
事
務
局

　
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
福
祉
係

　
　
２
３
‐
６
５
０
８
　
　
２
３
‐
６
５
０
９

ご
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
め
ま
め
知
識
№133№133

　
胃
は
筋
肉
で
で
き
て
お
り
、
入
口

と
出
口
が
狭
く
な
っ
て
い
る
袋
状
の

形
状
を
し
て
い
ま
す
。
胃
の
主
な
働

き
は
食
べ
物
の
消
化
・
吸
収
と
殺
菌

で
す
。

　
多
く
の
胃
が
ん
は
、
胃
の
壁
の
内

側
を
お
お
う
粘
膜
の
細
胞
が
何
ら
か

の
原
因
で
が
ん
細
胞
と
な
り
、
無
秩

序
に
ふ
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
発
生

し
ま
す
。

　
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
は
、
男
性

で
第
３
位
、
女
性
で
第
５
位
で
す
。

か
つ
て
は
、
日
本
人
の
が
ん
に
よ
る

死
亡
数
の
第
1
位
で
し
た
。
食
生
活

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、他
の
が
ん（
大

腸
が
ん
等
）
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た

医
療
の
進
歩
に
よ
り
治
療
成
績
が
向

上
し
た
た
め
、
現
在
で
は
他
の
が
ん

よ
り
も
死
亡
数
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
毎
年
多
く
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
胃
は
内
側
か
ら
粘
膜
・
筋
膜
・
漿

膜
の
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
て
、
胃

が
ん
は
、
内
側
の
粘
膜
か
ら
発
生
し

ま
す
。
進
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

外
側
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
が
ん
が
、
粘
膜
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
も
の
を
「
早
期
胃
が
ん
」
と
い

い
、
筋
層
よ
り
深
く
達
し
た
も
の
を

「
進
行
胃
が
ん
」
と
い
い
ま
す
。
が

ん
が
漿
膜
の
外
側
を
越
え
る
と
、
お

な
か
の
中
に
が
ん
細
胞
が
散
ら
ば
り

ま
す
。

　
胃
が
ん
は
、
早
い
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
な
り
進

行
し
て
も
症
状
が
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
代
表
的
な
症
状
は
、
胃
の
痛
み
・

不
快
感
・
違
和
感
、胸
や
け
、吐
き
気
、

食
欲
不
振
な
ど
で
す
。
ま
た
、
が
ん

か
ら
出
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貧

血
が
起
こ
る
こ
と
や
、
黒
い
便
（
血

便
）
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
胃
が
ん
が
発
生
す
る
原
因
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
研
究
か
ら
、
い
く
つ

か
の
リ
ス
ク
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
主
な
リ
ス
ク
要
因
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１
．
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌

　
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
に
と
り
つ
い
て
炎

症
を
起
こ
す
細
菌
で
す
。
50
歳
以
上

の
方
は
約
70
％
以
上
の
方
が
ピ
ロ
リ

菌
に
感
染
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
感
染
し
て
い
る
人
の
全
て
が

胃
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

２
．
喫
煙

３
．
飲
酒

　
喫
煙
と
飲
酒
は
、
胃
が
ん
以
外
の

が
ん
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
禁
煙

と
節
度
あ
る
飲
酒
は
、
が
ん
以
外
の

病
気
の
予
防
に
対
し
て
も
重
要
で

す
。

４
．
過
剰
な
塩
分

　
過
剰
な
塩
分
は
胃
の
粘
膜
の
細
胞

を
刺
激
し
、
が
ん
細
胞
化
を
誘
発
し

ま
す
。塩
分
摂
取
を
控
え
る
こ
と
は
、

胃
が
ん
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　
胃
が
ん
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
と

し
て
は
、
胃
Ｘ
線
検
査
と
内
視
鏡
検

査
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査

の
特
徴
は
次
の
表
の
通
り
で
す
。

　
治
療
は
が
ん
の
進
行
度
に
合
わ
せ

て
、
手
術
・
抗
が
ん
剤
・
放
射
線
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

内
視
鏡
に
よ
る
手
術
が
可
能
で
、
体

へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
最
初
に
述
べ
た
通
り
、
胃
が
ん
に

よ
る
死
亡
数
が
減
少
し
た
の
は
、
治

療
成
績
の
向
上
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
予
防
を
心

が
け
る
と
同
時
に
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
に
、
が
ん
検
診
の
受
診
を

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
胃
が
ん
」
に
つ
い
て
で
す

胃
が
ん
に
つ
い
て

症
状

胃
が
ん
の
原
因

検
査

図１　胃の構造

図２　部位別がん死亡数（2022）

　
３
月
８
日
（
土
）
９
日
（
日
）

に
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
を
主
会
場

に
、
１
泊
２
日
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は

豪
雪
の
影
響
も
あ
り
ス
キ
ー
場
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く
、
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
内
外
か
ら
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
当
日
は
男
性
６
名
、
女

性
５
名
の
合
計
11
名
で
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
村
内
か
ら
は
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
夕
食
は
参
加
者

全
員
で
小
谷
の
お
米
を
使
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
栂
池
で
宿

泊
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
白
馬
乗
鞍
へ
移
動
し

ピ
ザ
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
小

谷
在
住
の
参
加
者
か
ら
小
谷
村
で

の
暮
ら
し
や
子
育
て
に
関
す
る
紹

介
を
交
え
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
２
日
間
で
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
結
果
、
３
組
の

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
７
組
の
連
絡
先

交
換
成
立
に
至
り
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
！

①
平
成
７
年
災
害
に
関
す
る

　
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

●
災
害
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
を
行
い
ま
す
。

　
当
時
の
写
真
や
ビ
デ
オ
な
ど
の

資
料
を
村
民
の
皆
様
か
ら
募
集

し
、
集
ま
っ
た
資
料
を
デ
ー
タ
保

存
し
ま
す
。
そ
れ
ら
資
料
の
展
示

会
の
開
催
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
公
開
し
ま
す
。

●
災
害
発
生
箇
所
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
や
観
光
連
盟
に
よ

る
ア
ー
カ
イ
ブ
ツ
ア
ー
を
企
画
し

ま
す
。

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
令
和
７
年
７
月
11
日
（
金
）
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
７
年
７
月
11
日
発
生
豪
雨
災
害
か
ら
30
年
に

あ
た
る
令
和
７
年
度
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
会
場
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
詳
細

は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
小
谷
村
の
防
災
力
の
向
上
を
図

り
、
災
害
の
記
憶
を
今
後
に
活
か

す
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
い

た
だ
き
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会
事
務
局

 

（
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度  

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

図３　胃の壁の構造

食道

噴門幽門

胃
肝臓

大腸

小腸

十二指腸
膵臓

粘膜

粘膜下層

固有筋層

漿膜下層

漿膜

胃の内側

胃の外側

治
療

● がんの統計2024（公益財団法人がん研究振興財団）
● 日本医師会　胃がんとは

https://www.med.or.jp/forest/gankenshin/type/stomach/what/

● がん情報サービス　胃がん
https://ganjoho.jp/public/cancer/stomach/about.html

参考資料

男　性 女　性

第１位 肺がん（53,750人） 大腸がん（24,989人）

第２位 大腸がん（28,099人） 肺がん（22,913人）

第３位 胃がん（26,455人） 膵臓がん（19,860人）

第４位 膵臓がん（19,608人） 乳がん（15,912人）

第５位 肝臓がん（15,717人） 胃がん（14,256人）

X線（レントゲン） 内視鏡（胃カメラ）

飲んだバリウムを胃の中
に薄く広げて胃の形や粘
膜の凹凸をレントゲンで
撮影する

小型カメラで胃の中を直
接見る

胃の粘膜表面の凹凸を観
察できる

凹凸以外の小さな病変を
観察できる

・内視鏡に比べて身体的
な苦痛が少ない場合が
ある
・費用が比較的安価
・手軽に受けやすい

・小さな病変を見つけや
すい

・小さな病変を見つけに
くい
・放射線被ばくがある

・身体的苦痛が多い場合
がある
・比較的費用が高い
・合併症のリスクが高い
（出血や麻酔薬による
ショックなど）
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今
後
も
村
内
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
予
定
で
す
。
村
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
応
募
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
１

■
参
加
者

　
大
北
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
そ
の
他
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま

■
日
　
時

　
令
和
７
年
６
月
28
日
（
土
）  

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
55
分

■
場
　
所

　
大
町
市
総
合
体
育
館 

（
大
町
市
常
盤
５
６
３
８
‐
４
４
）

■
主
　
催
　

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会

　（
構
成
団
体

：

福
祉
関
係
団
体
及
び
行
政
機
関
）

■
競
技
内
容
等

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
玉
入
れ
、
大
玉
送
り
、
パ
ン
食
い
競
争

※
競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽
し

め
る
内
容
と
す
る
予
定
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

■
募
集
期
間

　
令
和
７
年
４
月
４
日
（
金
）
か
ら
令
和
７
年
５
月
26
日
（
月
）

（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
募
集
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
実
行
委
員
会
事
務
局

　
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
福
祉
係

　
　
２
３
‐
６
５
０
８
　
　
２
３
‐
６
５
０
９

ご
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
め
ま
め
知
識
№133№133

　
胃
は
筋
肉
で
で
き
て
お
り
、
入
口

と
出
口
が
狭
く
な
っ
て
い
る
袋
状
の

形
状
を
し
て
い
ま
す
。
胃
の
主
な
働

き
は
食
べ
物
の
消
化
・
吸
収
と
殺
菌

で
す
。

　
多
く
の
胃
が
ん
は
、
胃
の
壁
の
内

側
を
お
お
う
粘
膜
の
細
胞
が
何
ら
か

の
原
因
で
が
ん
細
胞
と
な
り
、
無
秩

序
に
ふ
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
発
生

し
ま
す
。

　
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
は
、
男
性

で
第
３
位
、
女
性
で
第
５
位
で
す
。

か
つ
て
は
、
日
本
人
の
が
ん
に
よ
る

死
亡
数
の
第
1
位
で
し
た
。
食
生
活

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、他
の
が
ん（
大

腸
が
ん
等
）
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た

医
療
の
進
歩
に
よ
り
治
療
成
績
が
向

上
し
た
た
め
、
現
在
で
は
他
の
が
ん

よ
り
も
死
亡
数
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
毎
年
多
く
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
胃
は
内
側
か
ら
粘
膜
・
筋
膜
・
漿

膜
の
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
て
、
胃

が
ん
は
、
内
側
の
粘
膜
か
ら
発
生
し

ま
す
。
進
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

外
側
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
が
ん
が
、
粘
膜
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
も
の
を
「
早
期
胃
が
ん
」
と
い

い
、
筋
層
よ
り
深
く
達
し
た
も
の
を

「
進
行
胃
が
ん
」
と
い
い
ま
す
。
が

ん
が
漿
膜
の
外
側
を
越
え
る
と
、
お

な
か
の
中
に
が
ん
細
胞
が
散
ら
ば
り

ま
す
。

　
胃
が
ん
は
、
早
い
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
な
り
進

行
し
て
も
症
状
が
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
代
表
的
な
症
状
は
、
胃
の
痛
み
・

不
快
感
・
違
和
感
、胸
や
け
、吐
き
気
、

食
欲
不
振
な
ど
で
す
。
ま
た
、
が
ん

か
ら
出
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貧

血
が
起
こ
る
こ
と
や
、
黒
い
便
（
血

便
）
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
胃
が
ん
が
発
生
す
る
原
因
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
研
究
か
ら
、
い
く
つ

か
の
リ
ス
ク
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
主
な
リ
ス
ク
要
因
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１
．
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌

　
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
に
と
り
つ
い
て
炎

症
を
起
こ
す
細
菌
で
す
。
50
歳
以
上

の
方
は
約
70
％
以
上
の
方
が
ピ
ロ
リ

菌
に
感
染
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
感
染
し
て
い
る
人
の
全
て
が

胃
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

２
．
喫
煙

３
．
飲
酒

　
喫
煙
と
飲
酒
は
、
胃
が
ん
以
外
の

が
ん
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
禁
煙

と
節
度
あ
る
飲
酒
は
、
が
ん
以
外
の

病
気
の
予
防
に
対
し
て
も
重
要
で

す
。

４
．
過
剰
な
塩
分

　
過
剰
な
塩
分
は
胃
の
粘
膜
の
細
胞

を
刺
激
し
、
が
ん
細
胞
化
を
誘
発
し

ま
す
。塩
分
摂
取
を
控
え
る
こ
と
は
、

胃
が
ん
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　
胃
が
ん
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
と

し
て
は
、
胃
Ｘ
線
検
査
と
内
視
鏡
検

査
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査

の
特
徴
は
次
の
表
の
通
り
で
す
。

　
治
療
は
が
ん
の
進
行
度
に
合
わ
せ

て
、
手
術
・
抗
が
ん
剤
・
放
射
線
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

内
視
鏡
に
よ
る
手
術
が
可
能
で
、
体

へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
最
初
に
述
べ
た
通
り
、
胃
が
ん
に

よ
る
死
亡
数
が
減
少
し
た
の
は
、
治

療
成
績
の
向
上
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
予
防
を
心

が
け
る
と
同
時
に
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
に
、
が
ん
検
診
の
受
診
を

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
胃
が
ん
」
に
つ
い
て
で
す

胃
が
ん
に
つ
い
て

症
状

胃
が
ん
の
原
因

検
査

図１　胃の構造

図２　部位別がん死亡数（2022）

　
３
月
８
日
（
土
）
９
日
（
日
）

に
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
を
主
会
場

に
、
１
泊
２
日
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は

豪
雪
の
影
響
も
あ
り
ス
キ
ー
場
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く
、
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
内
外
か
ら
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
当
日
は
男
性
６
名
、
女

性
５
名
の
合
計
11
名
で
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
村
内
か
ら
は
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
夕
食
は
参
加
者

全
員
で
小
谷
の
お
米
を
使
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
栂
池
で
宿

泊
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
白
馬
乗
鞍
へ
移
動
し

ピ
ザ
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
小

谷
在
住
の
参
加
者
か
ら
小
谷
村
で

の
暮
ら
し
や
子
育
て
に
関
す
る
紹

介
を
交
え
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
２
日
間
で
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
結
果
、
３
組
の

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
７
組
の
連
絡
先

交
換
成
立
に
至
り
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
！

①
平
成
７
年
災
害
に
関
す
る

　
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

●
災
害
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
を
行
い
ま
す
。

　
当
時
の
写
真
や
ビ
デ
オ
な
ど
の

資
料
を
村
民
の
皆
様
か
ら
募
集

し
、
集
ま
っ
た
資
料
を
デ
ー
タ
保

存
し
ま
す
。
そ
れ
ら
資
料
の
展
示

会
の
開
催
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
公
開
し
ま
す
。

●
災
害
発
生
箇
所
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
や
観
光
連
盟
に
よ

る
ア
ー
カ
イ
ブ
ツ
ア
ー
を
企
画
し

ま
す
。

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
令
和
７
年
７
月
11
日
（
金
）
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
７
年
７
月
11
日
発
生
豪
雨
災
害
か
ら
30
年
に

あ
た
る
令
和
７
年
度
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
会
場
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
詳
細

は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
小
谷
村
の
防
災
力
の
向
上
を
図

り
、
災
害
の
記
憶
を
今
後
に
活
か

す
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
い

た
だ
き
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会
事
務
局

 

（
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度  

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

図３　胃の壁の構造

食道

噴門幽門

胃
肝臓

大腸

小腸

十二指腸
膵臓

粘膜

粘膜下層

固有筋層

漿膜下層

漿膜

胃の内側

胃の外側

治
療

● がんの統計2024（公益財団法人がん研究振興財団）
● 日本医師会　胃がんとは

https://www.med.or.jp/forest/gankenshin/type/stomach/what/

● がん情報サービス　胃がん
https://ganjoho.jp/public/cancer/stomach/about.html

参考資料

男　性 女　性

第１位 肺がん（53,750人） 大腸がん（24,989人）

第２位 大腸がん（28,099人） 肺がん（22,913人）

第３位 胃がん（26,455人） 膵臓がん（19,860人）

第４位 膵臓がん（19,608人） 乳がん（15,912人）

第５位 肝臓がん（15,717人） 胃がん（14,256人）

X線（レントゲン） 内視鏡（胃カメラ）

飲んだバリウムを胃の中
に薄く広げて胃の形や粘
膜の凹凸をレントゲンで
撮影する

小型カメラで胃の中を直
接見る

胃の粘膜表面の凹凸を観
察できる

凹凸以外の小さな病変を
観察できる

・内視鏡に比べて身体的
な苦痛が少ない場合が
ある
・費用が比較的安価
・手軽に受けやすい

・小さな病変を見つけや
すい

・小さな病変を見つけに
くい
・放射線被ばくがある

・身体的苦痛が多い場合
がある
・比較的費用が高い
・合併症のリスクが高い
（出血や麻酔薬による
ショックなど）

広報おたり　令和７年４月号（8）（9）　広報おたり　令和７年４月号



■
日

　時
　
令
和
７
年
５
月
８
日
（
木
）

　
午
前
12
時
30
分
～
午
後
４
時

　（
同
時
開
催
「
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
」）

■
場

　所
　
ア
プ
ロ
ー
ド

　（
長
野
県
大
町
市
大
町
３
０
９
１
‐
１
）

■
参
加
企
業
数
　
37
社
（
予
定
）

■
参
加
費
　
無
料

■
参
加
者

　 

● 

令
和
８
年
３
月
新
規
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
卒
業
予
定
者
（
既
卒
者
含
む
）、

はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の令和７年４月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●堆肥の集中搬出を、雪の状況を見ながら開始したいと考えております。搬出の際には、臭気の発生に
十分注意して行います。

●臭気対策のため、気化ガス脱臭装置のメンテナンスを４月上旬に行います。
●豚熱対策の電柵、物理柵の設置を雪解け次第行いたいと思います。
●豪雪の影響により豚舎の修理が必要な箇所については、早急な対応を実施します。

肥育豚出荷 毎週 月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
（繁殖センター）

４月２日 午前８：30～
　　　　　　 ９：00～
４月４日 午前８：00～(種豚導入)
４月８日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～(大〆出荷)
４月９日 午前８：30～
　　　　　　 ９：00～

４月15日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～（大〆出荷）
４月16日 午前９：00～
　　　　　　 ９：30～
　　　　　　 10：00～
４月22日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～
　　　　　　 10：30～（大〆出荷）

４月23日 午前８：30～
　　　　　　 ９：00～
　　　　　　 10：00～
４月29日 午前８：30～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)
４月30日 午前８：30～
　　　　　　 12：00～

　
こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
が
い
（
特
に
中
途
失

聴
･
難
聴
）
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

と
し
て
の
要
約
筆
記
の
技
術
・
理
論
を
学
習
し
、

聴
覚
障
害
者
の
権
利
擁
護
の
で
き
る
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

■
内

　容
　
手
書
き
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆

記
者
を
養
成

■
日

　程
　
２
０
２
５
年
度
（
前
期
）
２
０
２

６
年
度
（
後
期
）
の
２
年
間
で
、
基
本
的
に

月
１
回
４
～
５
時
間
の
講
義
を
計
20
回
開
講

■
会

　場

 

・
中
信
会
場
　
松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

基
本
的
に
毎
月
第
２
土
曜
日

 

・
北
信
会
場
　
長
野
市
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー

基
本
的
に
毎
月
第
３
土
曜
日

■
受
講
料
　
１
０
，
０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
及
び
資
料
代
を
含
む
）

　
※
２
年
目
は
別
途

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
15
日

　
募
集
要
綱
、
受
講
申
込
書

等
掲
載
（
４
月
１
日
よ
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
信
州
難
聴
者
協
会

　
講
座
運
営
員
会

　
　kouza@shinshu-nancho.com

■
電

　話

　
　
０
９
０
‐
９
６
６
８
‐
７
７
０
９

　 

（
担
当

：

平
出
）

「
大
北
地
域
企
業
説
明
会
」

開
催
に
つ
い
て

帯状疱疹予防接種の定期接種開始について
　令和７年度より帯状疱疹予防接種が定期接種化されます。対象の方には準備が整い次第、案内および問診票
などを送付しますので、接種を希望される方は案内にある医療機関へご予約のうえ、予防接種を受けてください。

◆ 対象者　次の①～③のいずれかに該当し、今まで帯状疱疹予防接種を受けたことがない方
　①令和７年度中（令和７年４月２日～令和８年４月１日）に
　　65・70・75・80・85・90・95・100歳の誕生日を迎える方
　②60 ～ 64歳の方で　身体障害者手帳（内部疾患1級程度）を有する方
　③101歳以上の方（令和７年度のみ）
　　※令和８年度以降も、当該年度内に65・70・75・80・85・90・95・100歳に達する方が
　　　対象となります。

◆ 期間　通年

◆ 費用（自己負担額）　 不活化（組換え）ワクチン：１回 6,600円　※２回接種が必要です
　　　　　　　　　　　 生ワクチン：１回 2,600円

　帯状疱疹予防接種は不活化（組換え）ワクチンと生ワクチンの２種類があります。下記を参考にしていただき、
どちらを接種するかをご自身で選択のうえで、ご予約をお願いします。（医療機関によっては取扱いのないワ
クチンがあります）

　骨粗しょう症は骨の量が減って骨が弱くなり、骨折しやすくなる病気で、知らずになっていることもありま
す。あなたも骨粗しょう症検診でご自身の骨の状態を調べてみませんか？
　令和７年度より骨粗しょう症検診を実施します。対象の方には受診券等を送付しますので、検査を希望され
る場合はご受診ください。

◆ 対象者　令和７年度中（令和７年４月２日～令和８年４月１日）に
　　　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の誕生日を迎えられる女性

◆ 期間　案内を受け取ってから令和８年２月28日（土）まで

◆ 費用（自己負担額）　 1,500円

■お問い合わせ　住民福祉課健康推進係　　  ８２‐２５７０

骨粗しょう症検診の開始について

帯状疱疹ワクチンの種類と特徴

不活化（組換え）ワクチン 生ワクチン

接種回数 ２ヶ月の間隔を空けて２回接種（筋肉注射） １回（皮下注射）

失消で年01～８効有％08約も後年８果効続持

副反応 筋肉痛・発熱等
生ワクチンと比較して出現頻度高い

水痘用発疹等
不活化ワクチンと比較して出現頻度低い

接種できない方 アナフィラキシーのある方
発熱などの急性疾患治療中の方

妊娠中の方
免疫抑制中の方

費用 円006,2回１円006,6回１）額担負己自（

在
学
生
等

　 

● 

高
校
３
年
生
で
高
等
学
校
が
参
加
を
認
め

る
就
職
希
望
の
者
等

■
内

　容

　 

● 

参
加
企
業
の
個
別
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
事

業
所
情
報
の
説
明
を
実
施

　 

● 

事
前
申
し
込
み
制
に
よ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
事
業
所
情
報
の
説
明
を
実
施

　 

● 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置

■
実
施
主
体

　
大
町
公
共
職
業
安
定
所
、
長
野
県
北
ア
ル
プ

ス
地
域
振
興
局
、
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、

白
馬
村
、
小
谷
村
、
大
町
職
業
安
定
協
会

長
野
県
委
託
事
業

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

詳しくはこちら

広報おたり　令和７年４月号（10）（11）　広報おたり　令和７年４月号



■
日

　時
　
令
和
７
年
５
月
８
日
（
木
）

　
午
前
12
時
30
分
～
午
後
４
時

　（
同
時
開
催
「
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
」）

■
場

　所
　
ア
プ
ロ
ー
ド

　（
長
野
県
大
町
市
大
町
３
０
９
１
‐
１
）

■
参
加
企
業
数
　
37
社
（
予
定
）

■
参
加
費
　
無
料

■
参
加
者

　 

● 

令
和
８
年
３
月
新
規
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
卒
業
予
定
者
（
既
卒
者
含
む
）、

はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の令和７年４月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●堆肥の集中搬出を、雪の状況を見ながら開始したいと考えております。搬出の際には、臭気の発生に
十分注意して行います。

●臭気対策のため、気化ガス脱臭装置のメンテナンスを４月上旬に行います。
●豚熱対策の電柵、物理柵の設置を雪解け次第行いたいと思います。
●豪雪の影響により豚舎の修理が必要な箇所については、早急な対応を実施します。

肥育豚出荷 毎週 月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
（繁殖センター）

４月２日 午前８：30～
　　　　　　 ９：00～
４月４日 午前８：00～(種豚導入)
４月８日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～(大〆出荷)
４月９日 午前８：30～
　　　　　　 ９：00～

４月15日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～（大〆出荷）
４月16日 午前９：00～
　　　　　　 ９：30～
　　　　　　 10：00～
４月22日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～
　　　　　　 10：30～（大〆出荷）

４月23日 午前８：30～
　　　　　　 ９：00～
　　　　　　 10：00～
４月29日 午前８：30～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)
４月30日 午前８：30～
　　　　　　 12：00～

　
こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
が
い
（
特
に
中
途
失

聴
･
難
聴
）
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

と
し
て
の
要
約
筆
記
の
技
術
・
理
論
を
学
習
し
、

聴
覚
障
害
者
の
権
利
擁
護
の
で
き
る
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

■
内

　容
　
手
書
き
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆

記
者
を
養
成

■
日

　程
　
２
０
２
５
年
度
（
前
期
）
２
０
２

６
年
度
（
後
期
）
の
２
年
間
で
、
基
本
的
に

月
１
回
４
～
５
時
間
の
講
義
を
計
20
回
開
講

■
会

　場

 

・
中
信
会
場
　
松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

基
本
的
に
毎
月
第
２
土
曜
日

 

・
北
信
会
場
　
長
野
市
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー

基
本
的
に
毎
月
第
３
土
曜
日

■
受
講
料
　
１
０
，
０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
及
び
資
料
代
を
含
む
）

　
※
２
年
目
は
別
途

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
15
日

　
募
集
要
綱
、
受
講
申
込
書

等
掲
載
（
４
月
１
日
よ
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
信
州
難
聴
者
協
会

　
講
座
運
営
員
会

　
　kouza@shinshu-nancho.com

■
電

　話

　
　
０
９
０
‐
９
６
６
８
‐
７
７
０
９

　 

（
担
当

：

平
出
）

「
大
北
地
域
企
業
説
明
会
」

開
催
に
つ
い
て

帯状疱疹予防接種の定期接種開始について
　令和７年度より帯状疱疹予防接種が定期接種化されます。対象の方には準備が整い次第、案内および問診票
などを送付しますので、接種を希望される方は案内にある医療機関へご予約のうえ、予防接種を受けてください。

◆ 対象者　次の①～③のいずれかに該当し、今まで帯状疱疹予防接種を受けたことがない方
　①令和７年度中（令和７年４月２日～令和８年４月１日）に
　　65・70・75・80・85・90・95・100歳の誕生日を迎える方
　②60 ～ 64歳の方で　身体障害者手帳（内部疾患1級程度）を有する方
　③101歳以上の方（令和７年度のみ）
　　※令和８年度以降も、当該年度内に65・70・75・80・85・90・95・100歳に達する方が
　　　対象となります。

◆ 期間　通年

◆ 費用（自己負担額）　 不活化（組換え）ワクチン：１回 6,600円　※２回接種が必要です
　　　　　　　　　　　 生ワクチン：１回 2,600円

　帯状疱疹予防接種は不活化（組換え）ワクチンと生ワクチンの２種類があります。下記を参考にしていただき、
どちらを接種するかをご自身で選択のうえで、ご予約をお願いします。（医療機関によっては取扱いのないワ
クチンがあります）

　骨粗しょう症は骨の量が減って骨が弱くなり、骨折しやすくなる病気で、知らずになっていることもありま
す。あなたも骨粗しょう症検診でご自身の骨の状態を調べてみませんか？
　令和７年度より骨粗しょう症検診を実施します。対象の方には受診券等を送付しますので、検査を希望され
る場合はご受診ください。

◆ 対象者　令和７年度中（令和７年４月２日～令和８年４月１日）に
　　　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の誕生日を迎えられる女性

◆ 期間　案内を受け取ってから令和８年２月28日（土）まで

◆ 費用（自己負担額）　 1,500円

■お問い合わせ　住民福祉課健康推進係　　  ８２‐２５７０

骨粗しょう症検診の開始について

帯状疱疹ワクチンの種類と特徴

不活化（組換え）ワクチン 生ワクチン

接種回数 ２ヶ月の間隔を空けて２回接種（筋肉注射） １回（皮下注射）

失消で年01～８効有％08約も後年８果効続持

副反応 筋肉痛・発熱等
生ワクチンと比較して出現頻度高い

水痘用発疹等
不活化ワクチンと比較して出現頻度低い

接種できない方 アナフィラキシーのある方
発熱などの急性疾患治療中の方

妊娠中の方
免疫抑制中の方

費用 円006,2回１円006,6回１）額担負己自（

在
学
生
等

　 

● 

高
校
３
年
生
で
高
等
学
校
が
参
加
を
認
め

る
就
職
希
望
の
者
等

■
内

　容

　 

● 

参
加
企
業
の
個
別
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
事

業
所
情
報
の
説
明
を
実
施

　 

● 

事
前
申
し
込
み
制
に
よ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
事
業
所
情
報
の
説
明
を
実
施

　 

● 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置

■
実
施
主
体

　
大
町
公
共
職
業
安
定
所
、
長
野
県
北
ア
ル
プ

ス
地
域
振
興
局
、
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、

白
馬
村
、
小
谷
村
、
大
町
職
業
安
定
協
会

長
野
県
委
託
事
業

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

詳しくはこちら

広報おたり　令和７年４月号（10）（11）　広報おたり　令和７年４月号



令和７年４月発行　■人口 2,621 人　男 1,356 人　女 1,265 人　■世帯数　1,279 戸 （R７.３.31 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。
＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
　大町地区交通安全協会小谷支部事務局
　総務課庶務係　　８２‐２０２４

※出生・死亡は希望掲載です。住民だより （令和７年２月届出分）

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
25
日
（
金
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 ４

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

固
定
資
産
税

１
期

４
月
30
日（
水
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
７
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
４
月
18
日
（
金
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
長
野
県
警
で
は
、
防
犯
活
動
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
自

治
組
織
を
対
象
に
、
新
た
に
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
初
期
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

●
補
助
対
象
経
費

　
防
犯
カ
メ
ラ
（
録
画
装
置
及
び
付
属
品
含

む
）
の
購
入
及
び
設
置
費
用
並
び
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
示
す
プ
レ
ー
ト
の
購
入
及
び

設
置
費
用

●
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　（
上
限
は
１
つ
の
団
体
に
つ
き
25
万
円
）

●
事
業
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）
～

　
10
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

※
事
業
の
詳
細
は
、
長
野
県
警
察
本
部
生
活

安
全
企
画
課
（　

０
２
６
‐
２
３
３
‐
０

１
１
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係 

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

●あかちゃん
年齢 地区 親族氏　名

深澤　豊 81歳 栂池南 ともえ

小林　惇 84歳 清水山 朝子

該当なし

●お悔やみ
年齢 地区 親族氏　名

吉澤　利男 94歳 平間 とらゑ

鷲澤　武 93歳 下寺 真也
金澤　亨 77歳 里見 大池 朋未鷲澤　仁 81歳 奉納 厚子

長
野
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報おたり　令和７年４月号（12）（13）　広報おたり　令和７年４月号



令和７年４月発行　■人口 2,621 人　男 1,356 人　女 1,265 人　■世帯数　1,279 戸 （R７.３.31 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。
＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
大町地区交通安全協会小谷支部事務局
総務課庶務係　　８２‐２０２４

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
25
日
（
金
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 ４

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

固
定
資
産
税

１
期

４
月
30
日（
水
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
７
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
４
月
18
日
（
金
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
長
野
県
警
で
は
、
防
犯
活
動
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
自

治
組
織
を
対
象
に
、
新
た
に
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
初
期
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

●
補
助
対
象
経
費

防
犯
カ
メ
ラ
（
録
画
装
置
及
び
付
属
品
含

む
）
の
購
入
及
び
設
置
費
用
並
び
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
示
す
プ
レ
ー
ト
の
購
入
及
び

設
置
費
用

●
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　（
上
限
は
１
つ
の
団
体
に
つ
き
25
万
円
）

●
事
業
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）
～

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

※
事
業
の
詳
細
は
、
長
野
県
警
察
本
部
生
活

安
全
企
画
課
（　

０
２
６
‐
２
３
３
‐
０

１
１
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

長
野
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ
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